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2014 年 4 月 9 日夜，インバブラ県コタカチ市

















社（Bishimetals： 以 下 Bis 社 ） が， ま た 2003 年
頃からはカナダ系のアセンダント ･ カッパー社
（Ascendant Copper：以下 AC 社）が探鉱を試みた。
しかし，その都度地域住民による抗議運動が行わ



























これらの改革によって石油 ･ 天然ガス ･ 鉱物資
源開発の各分野は多大な影響を受けた。実際，
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は，1990 年から 2000 年の間に 12% から 33% へ
と拡大し，世界の 25 件の大規模資源開発プロジェ



























































えば，環境 NGO のアクシオン・エコロヒカ（Acción 
Ecológica）のパンフレットには「Bis 社が操業し




















2　 第 2 ラウンド－アスセンダント ･ カッパー社
（AC 社）との抗争
Bis 社が撤退した 1997 年以降 2002 年にかけ
ての時期は，切迫した危機のない状態が続いた。
し か し，2002 年 8 月 に， 旧 エ ネ ル ギ ー ･ 鉱 山
省（Ministerio de Energía y Minas）がフニン地区
の約 7000 ヘクタールの採掘権（30 年）を競売に
かけると，再び資源開発をめぐる対立が浮上す
る。結局，これを競り落としたのは個人投資家で
あったが，翌 2003 年 5 月に，この権利はカナダ



























2005 年 12 月には 15 地区約 300 名の住民が AC 社
の探鉱キャンプを焼き討ちし（24 名の住民に対し




11 月と 12 月には，フニン地区に進入しようとし
た AC 社の武装警備員と地元住民との間で暴力紛
争が勃発する（La Hora, 4 de Diciembre de 2006）。
とくに 12 月の事件時には，AC 社の武装警備員
側が小競り合いのさなか突然にガススプレーと銃
弾を発砲し，けが人が出る事態へと発展した。
しかし，2007 年 1 月，選挙キャンペーンで外
資による資源開発に異議を唱え，反鉱物資源開発




ることとなる。同年 9 月，コレア政権は AC 社に
対し，操業に必要不可欠なコタカチ市からの正式
な承諾を得られていないとの理由でコンセッショ
ンを棚上げした。翌 2008 年末には，探鉱 ･ 採掘
を実施するうえでの手続きに不備があることが新




3　第 3 ラウンド－ENAMI-Codelco との抗争
2012 年の 7 月に，エクアドル政府とチリ政府
が L 鉱区における銅資源開発に関する協定文書
にサインすると，探鉱や採掘に向けた動きが再び





元住民の抵抗に直面した ENAMI は，12 月にコ
タカチ市評議会に対し，行政上の裁定を請求し，























こ う し た 一 連 の 説 明 会 を 経 た 9 月 14 日，




（El Universo, 14 de septiembre de 2013）。この出来















ンタグ地域の状況は大きく動く。まず 2014 年 4
月 26 日，フニン地区評議会とコタカチ市の民衆
議会（Asamblea de Unidad Cantonal de Cotacachi）



















L 鉱区の大部分（総面積の 95%）を擁する GM 区














た（El Ciudadano, 27 de Abril de 2014）。なお，こ
の決議文は数日後に，数十名の地区代表を率いて
キトに赴いた GM 区評議会議長から，非再生天
然資源大臣に直接手渡された（El Ciudadano, 29 de 
Abril de 2014）。このように同日 ･ 同時刻に開催
された二つの集会をきっかけに，資源開発の推進
派／反対派というインタグ地域の分裂は決定的と
なったとされる（El Comercio, 7 de Mayo de 2014）。
こうしたインタグ地域の分裂状況と，推進派住






Comercio, 28 de Mayo de 2014）。これにより，警察
部隊によるフニン（周辺）地区の秩序維持活動も
しくは統制 ･ 監視 ･ 威圧は徐々に緩和されつつあ
るようだが，8 月にラミレス釈放に向けた嘆願書
（約 400 名の署名）が検察に提出されたにもかかわ
らず（La Hora, 8 de Agosto de 2014），依然彼は釈
放されておらず，地域社会の分裂状態も続いたま
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（El Comercio, 13 de Mayo de 2014）といった発言や，
すでにみた GM 区の民衆議会で可決された決議






















































9 月に行った公開放送で，彼はまず，同年 2 月に
実施された大統領選における GM 区の選挙結果を














しかし，より直近の 2014 年 2 月の地方選挙の
結果は，いわば推進派／反対派の双方が「多数派」






グの 6 地区のうち 4 地区で勝利できた」とする一
方（21），コタカチ市長セバジョスは「われわれは（政
治運動 AVANZA と選挙協力し）インバブラ県知事
選を制し，県内 4 市の市長選やコタカチ市内 8 地
区中 6 地区で勝利し，2 地区の評議会議長職は落
としたものの，依然“多数派”を保持している」
と言明する（22）。
この点に関して，表 1 から表 4 で選挙結果を確
認しておくと，コタカチ市があるインバブラ県の
知事選では，セバジョス市長が属する選挙連合の












































































政党／政治運動名 候補者名 得票数 得票率
AVANZA を軸とした選挙同盟 P. フラド（Pablo Jurado） 113282 49.7 
国家同盟（PAIS） D. ガルシア（Diego Garcia） 98652 43.3 
CREO J. ゲバラ（Janeth Guevara Betancourth） 15901 7.0 
表2　コタカチ市長選の結果
政党／政治運動名 候補者名 得票数 得票率
市長の党（MVB）を軸とする連合 J. セバジョス（Jomar Cevallos） 11873 50.4 
国家同盟（PAIS） A. アンランゴ（Alberto Anrango） 8769 37.3 
パチャクティ党（Pachakutik） L.F. サルソサ（Luis Fernando Sarzosa Navarro） 1946 8.3 
CREO N.M. ゴメス（Nora Monserratt Gomez Morales） 949 4.0 
表3　コタカチ市全8地区の地区評議会（Junta	Parroquial）選挙の結果	
（得票数，獲得評議員数，議長数の党派別合計）
政党／政治運動名 得票数 各区評議員数 評議会議長数
市長の党（MVB）を軸とする連合 23325 21 4
国家同盟（PAIS） 20914 17 4
パチャクティ党（Pachakutik） 4575 1 0
CREO 1626 1 0
表4　コタカチ市内8地区のうちインタグ地域6地区の地区評議会選挙の結果	
（得票数，獲得評議員数，議長数の党派別合計）
政党／政治運動名 得票数 各区評議員数 評議会議長数
市長の党（MVB）を軸とする連合 11343 15 2
国家同盟（PAIS） 13093 14 4



















平 ･ 中河 ［2006］; 赤川 ［2012］; 中河 ･ 赤川 ［2013］）



















intagsos2013/（2014 年 10 月 9 日）
⑺ https://www.youtube.com/watch?v=8UB7ZNHZj8A
（2014 年 9 月 15 日）
⑻ http://www.conflictosmineros.net/contenidos/12-
ecuador/16409-exigen-libertado-para-javier-ramirez
（2014 年 9 月 26 日）
⑼ P 区評議会議長 M. エスピン（Margarita Espín）へ
の筆者インタビュー（2014 年 9 月 18 日）
⑽ https://www.youtube.com/watch?v=dL4s8QD0bHM
（2014 年 10 月 9 日）
⑾ GM 区評議会議長 S. モラレス（Shicera Morares）
への筆者インタビュー（2014 年 9 月 23 日） 
⑿ https://www.youtube.com/watch?v=2QzNpKgqTC8
（2014 年 9 月 9 日）
⒀ https://www.youtube.com/watch?v=8UB7ZNHZj8A
（2014 年 10 月 9 日）
⒁ J. クエバ（José Cueva）への筆者インタビュ （ー2014
年 9 月 26 日）
⒂ https://www.youtube.com/watch?v=wmX1d2irKso
（2014 年 10 月 8 日）
⒃ https://www.youtube.com/watch?v=OYBbQRPXk-M
（2014 年 10 月 8 日）
⒄ コタカチ市長 J. セバジョス（Jomar Cevallos）へ
の筆者インタビュー（2014 年 9 月 19 日）
⒅ S. モラレスへの筆者インタビュー（2014 年 9 月 23
日）
⒆ M. エスピンへの筆者インタビュー（2014 年 9 月
18 日）
⒇ https://www.youtube.com/watch?v=wmX1d2irKso
（2014 年 10 月 8 日）
 https://www.youtube.com/watch?v=iSk9CnPkg6s
（2014 年 10 月 8 日）
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誰が「よそ者」で誰が「多数派」を代弁するのか
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